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 「宝の森」から緑の香りをはこぶ爽やかな風。ときおり鳥のさ

えずりや、子供たちが楽しそうに話している声が風にのって聞こ

えてきて、笑みがこぼれます。「先生、どうして笑っているの？」

と聞かれて、それもうれしい気持ちになって、「幼稚園ってたの

しいね」なんてこたえます。 

入園、進級してひと月がすぎました。自分（たち）がした

いことを十分に楽しむ子供たちです。ゆっくりと、そして存分に

「子供のころ」を暮らしてほしいと願います。 

保護者の皆様、毎日ありがとうございます。子供たちとの

日々を（おそらくあっという間に過ぎます・・・）共に楽しんで

いきましょうね。  

カメをめぐる想像力 

なかよしテラスで年長児が世話をしている 2 匹のカメ。 

ある日、「大きいカメが小さいカメを踏んづけている」と、

A さん。「ホントだ、さっきも乗ってた」と少々お怒りの様子

の B さん。「首を伸ばしているし、外に逃げたいのかも！」と

いうことばに、そうだそうだ！ぜったいそうだ！に思いが寄っ

ていく。そりゃあそうかも、正義だよ…でも、なんだか剣呑。 

「お父さんいいひんしな、お父さん探しに行きたい 

のかもしれんし、二人やったらかわいそうやん」 

「え？」「このカメお母さんなん？！」 

「うん、大きいほうが力持ちやろ？」 

「先生の子供、先生より大きいねんけど」「え～そうなん」 

いつの間にか、大カメに負けずにご飯をぱくつく小カメ。 

自分でご飯食べるってことは、赤ちゃんではなくてこども？

僕たちと一緒やん。…二人は友達かもしれん。それも私た

ちと一緒やん！とおしゃべりが続き、はたして…。 

 

ファンタジーあふれる会話を楽しむ子供たちの表情には

先ほどまでの剣呑さはなくなり、笑顔があふれていました。 

思いがつながる楽しさを感じ、穏やかに自分の思いを

話し、相手の思いを聞いて、さらに思いをめぐらせ、言葉

にしていく。子供たちと穏やかに関わり、想像力を豊かに

育んでいきたいと感じた場面でした。 

改めまして、本園の教育目標をお知らせします。 

本園の教育目標 

⚫ 健康でたくましい子供 

⚫ 豊かに感じ、表現する子供 

⚫ よく考え、自分で行動する子供 

⚫ 伝え合い、力を合わせる子供 

3歳児は、 

少しずつ園生活に慣れ、先生たちに親しみを感じて

安心して過ごすようになってきました。 

4歳児は、 

 「先生や友達と一緒」をうれしく感じながら、自分のした

い遊びを楽しんでいる毎日です。 

5歳児は、 

 したい遊びを楽しむ中で、自分の思いや考えを表し、

目的を共有したり、同じ思いで遊ぶことがうれしい様子。 

  

安心して過ごせる幼稚園でのびのびと自分を表し 

したい遊びに存分に取り組める環境を共につくり 

子供たちの主体的な遊び学びを大切にし 

一人一人がもっている力を育み、伸ばしながら 

育ちあえるくらしを目指していきたいと考えています。 

園庭で子供たちの遊びを見守っている「風の子」 

園歌にも「風のこどもよ 声あわそう」という歌詞が

あります。時々、園の出来事を「風の子」さんに 

楽しそうにお話ししている子もいるのです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

季節のアルバム 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

とっても気持ちのいい季節、愛車のスーパーカブにのっておでかけだー！ 

おすすめスポットありますか？  風の子便りのご感想も！ 

～副園長のおしゃべり～ 

 今年度の保育研究は、昨年度に引き続き SDGｓの視点から子供たちの姿を振り返り、これからの保育の在り

方を考えていきたいと思っています。今を充実して生きることが、未来をよりよく生きる力につながる。だからやっぱり

夢中になって遊ぶことが大切なのだ！と、あらためて得心した私たち。今年は、「どのような関わりが遊びの質を高

め、子供たちの想像力、思考力、探究心につながるのか」ということを探究していきたいと考えています。「いまを生

きる」×「これからを生きぬく」力を育むという研究主題にはその思いを込めています。 

 SDGｓは子供たちにはピンとこないかもしれませんが、実は普段の保育の中にもたくさんの SDGｓに関わる子供

たちの行動が見られます。キーワードは多様性と共生、そして人権。今だからこそ大切にしたい子供たちの暮らしや

遊びを捉えなおし、丁寧に積み重ねていきたいと考えています。 さぁ！一緒に！ちょこっと SDGｓ！ 

すみれ組さんの築山のぼり、下りるのがちょっぴりこわいけれど、 

うしろむき、すわって、すこしずつ、自分で考えて下りていきます。

けっこう大切な遊び。体力向上！ 

園庭にあるひょうたん池。しばらくしてからやってきたメダカに興味

津々・・・。そりゃあ触りたいよね。親しみをもってこそ「命の大切

さ」が本当にわかるのだと思ってじっくり向き合いたいと思います。 

10 分後・・・見事にぼちゃんとはまりました。( ﾟДﾟ) 

「カマキリがうまれてきたー！」卵嚢からムニュムニュと生まれてくる

カマキリの赤ちゃん。ビデオカメラをつないでテレビで拡大して映し

てもらい、さらに深まる興味関心。命は始まりも終わりもある。 

コメントまってまーす 


